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管理・運営的側面から捉えた訪問看護師の
役割

訪問看護事業所の管理・運営的な側面から捉えた内容をふまえ訪
問看護師の役割について討議する。討議内容をふまえレポートを
作成する。

日比野

日比野

日比野

日比野

日比野

日比野

日比野

日比野

在宅看護の質の評価と改善方法③

医療的ケアを必要とする在宅療養者と家族
への看護　事例展開

自身の経験や実例と文献検索したまとめを活用し討議する。

経験した実例をもとにプレゼンテーションし討議する。

実際の訪問看護ステーションが実施している人材育成と確保の現
状について理解しレポートする。

在宅看護の質の評価と改善方法①
在宅看護の質の評価と改善方法について関連する文献を検索しま
とめる。

在宅看護の質の評価と改善方法について関連する文献を検索しま
とめる。

在宅看護の質の評価と改善方法②

在宅看護における人材育成と確保④

訪問看護ステーションが実施している人材育成と確保の現状につ
いて関連する文献等を検索しまとめる。

訪問看護ステーションが実施している人材育成と確保の現状につ
いて関連する文献等を検索しまとめる。

文献検索した内容と共に自身の見解をまとめる。

在宅医療とリスクマネジメント②

在宅医療とリスクマネジメント③

在宅看護における人材育成と確保①

在宅看護における人材育成と確保②

在宅看護や在宅医療の分野でリスクマネジメントに関する文献を
検索しまとめる。

文献をふまえ、実例したこと等も含め感染管理や事故予防対策の
現状と課題について討議する。
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３.地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、現場のさまざまな課題について探究する能力を修得してい
る。

２.豊かな人間性と倫理観を基盤としたリーダーシップやマネジメント力を修得している。

授業方法は、履修者と相談の上決定する。

日比野
外部講師

関連する文献を検索し自身の意見をまとめる。

実際の運営・経営者、管理者などから状況を聞き、現状と課題に
ついて捉え、レポートする。

ライブ
配信

ライブ
配信

受講者への
メッセージ

訪問看護ステーションの事業所の管理と運
営①

訪問看護事業所や関連施設の管理運営について理解する。

訪問看護ステーションの事業所の管理と運
営②

訪問看護ステーションの事業所の管理と運
営③

在宅医療とリスクマネジメント①
在宅看護や在宅医療の分野でリスクマネジメントに関する文献を
検索しまとめる。

学習項目 学習内容
主担当
教　員

日比野

ライブ
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在宅看護における人材育成と確保③

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
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日比野

日比野

日比野

単位数
(時間)

科目等
履修生

遠隔授業

１．訪問看護ステーション等の健全な管理・運営について理解できる。
２．感染管理、事故予防を含んだ在宅における安全管理、リスクマネジメントの特性について理解できる。
３．在宅におけるケアの質の保証と評価方法と改善方法、人材育成について理解できる。

備考

随時紹介する。

教科書

成績評価方法
(基準)

参考書等

訪問看護ステーションの管理、運営・経営戦略、人材育成と確保について理解する。在宅で安全に医療を提供するためのリス
クマネジメント、ケアの質の保証とその改善方法について学修する。

プレゼンテーション(40％)、レポート(40％)、演習に取り組む姿勢(20％)
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特に指定しない。
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コース
必修

演習2(30)

計画的に積極的に演習に臨んでください。


